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当社の農水産業に関する取組み
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１．当社の農水産業関連の取組み

4

2012年 千葉大学と共同研究
人工光による白菜量産化の研究

2016年 太陽光型植物工場でのミニトマト
栽培、翌年、生産面積約1haに拡大

2017年 技術研究所（清瀬市）に葉物栽培用
人工光ラボ開設

2019年 千葉大学と共同研究契約締結
生産コスト削減、歩留り向上等の
実証実験開始

2020年 柏の葉実証工場完成
レタス換算で日産1,500株
自動化と環境制御技術の向上
新品種研究

2021年 インドネシア（バタム島）に
太陽光型植物工場を建設、栽培開始



１．取組みのビジョン
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１．当社建設技術の農業への応用
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“アピアス” (環境シミュレーションシステム)

“ターフシミュレーター”
（植物生育シミュレーション）

技術のコンセプト： 自然を理解し、データを収集し、解釈することにより、新しい技術を創造する。

V 自然の力と調和し、
V 当社の技術者の知見により、
V 人類のニーズに合致させ、
V 事業性を確保する

改善前 改善後

植物工場の空調設計
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Our New Corporate Vision
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１．インドネシアにおける取組み

Salim group

Food

Retail

Mobil

IT  

Energy

Convenience chain.
They have about 17,000 stores in 
Indonesia.

The second largest automotive 
dealing company. Nissan, Hino, 
VW, Audi etc. 

Telecommunication established 
in Philippine

Power distribution in Philippine

The biggest food supplier in 
South-East asia. They run from 
plantation to distribution.



１．インドネシアにおける取組み
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Products

他の作物（左から大玉トマト、キュウリ、メロン2枚、ナス）

ミニトマト

主要な品種： ミニトマト（ネブラ、ベニスズメ）
その他試験： 現地品種ミニトマト、大玉トマト、キュウリ、メロン、なす、ピーマン、唐辛子他
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インドネシアにおける野菜消費の実態
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２-1. 野菜果物の消費量
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（調査結果）インドネシア人一人当たりの野菜摂取量 （参考）野菜摂取量ランキング

※ファイブ・ア・デイ協会に
よるFAOSTAT「Food supply 
quantity(g/capita/day) 」
vegetables+(total)2007 より
作成

野菜の消費量が減少傾向



２-2. 野菜果物の摂取状況
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（調査結果）インドネシア人の野菜の摂取状況 （参考）日本人の野菜の摂取状況

※ファイブ・ア・デイ協会による厚生
労働省「平成30年国民健康・栄養調査
結果」より作成

野菜の摂取状況は日本と比べてもかなり低い



２-3. 年代別の消費傾向
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（調査結果）年齢別

2013年

2019年

野菜果物摂取の促進キャンペーンは
全く効果が出ていないらしい。



２-4. 良く使われる野菜
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ラインナップは、都市、郊外でそれほど差がない。
料理によく使われるものの消費が多い。



２-5. 健康影響に関する研究事例
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（調査結果）太りすぎおよび肥満の割合の推移 （調査結果）有病率（糖尿病、高血圧、がん）

（参考）日本人
高血圧の人の割合（18歳以上）：男性21.4％、女性12.7％



２-6. 野菜摂取不足の原因に関する研究事例
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いくつかの研究事例から、考えられる
野菜の消費量が少ない主な理由は、
・自宅に野菜が置いていない
・親のリテラシーの欠如
・子供や青少年が野菜嫌い



２-7. 野菜摂取量不足の原因に関する考察、考えられる活動アイデア

・母親を対象とした栄養教育

→家庭で野菜がすぐに手に入るようにする。

・学校での栄養リテラシーとメニューの提案

→子供や青少年の野菜に対する好みを高める。

→学校の食堂で健康的な食べ物を提供することを支援。

・大人は、家庭や職場で定期的に野菜が入手できる環境

→職場の野菜料理の多様化。

→食堂のシェフが適切な野菜料理メニューを提供できるようにする。

・長期的に入手可能性にする方法。栄養価の高い食品の摂取を促進する支援

→トップ10の野菜の安定供給。
23



2-8. 消費者調査
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サンプル:10
パネル：
高所得者(20,000米ドル/年以上)
女性
野菜購入の意思決定者
少なくとも週に2回は野菜を買う
少なくとも週に1回はトマトを買う
比較的健康志向 Bandung

Jakarta 
Surabaya



2-8. 消費者調査
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Å 調理して食べる方が衛生的
で安全です。

Å 新しい野菜、レシピ、健康
上の利点、調理キットは大
きな動機付けになります。

Å 野菜は1日に1〜2回食べます。
主にランチやディナーに使用
します。

Å 生野菜は、ドレッシング、マ
ヨネーズ、サンバルソースの
サラダとして週に数回食べら
れます。

Å 鮮度が最も重要で、色や見た目で
判断します。

Å 調理しやすい食材、オーガニック
が好ましい。

Å 価格はあまり気にしていませんが、
オーガニックなど高いものはたま
にしか買わない。

Å 最初は抵抗があったがECも便利。
良く使うようになりました。

水道水または沸騰した水で
洗ったり、専用の洗剤を使用
します。塩水にしばらく浸し
てからすすぐ野菜もあります。

「野菜は食事に欠かせないもので、習慣と
して食べなければなりません」果物はあく
まで補助的です。

下処理に日本より時間と労
力がかかっている可能性が
ありますが、あまり認識は
されていない様子。



2-8. 消費者調査
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トマトの調理:
スープ、炒め物、塩辛いサンバルの材料として使用され、それらをそのままスライスするか、砂糖を
振りかけてデザートとして食べるのが一般的な食べ方です。
チェリートマト：
既知。一部の人々はサラダで自宅でそれらを使用します。しかし、市場で見ることはめったにありま
せん。



今後の展開
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更なる展開に向けて ～取組みのキーワード～
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野菜摂取量の向上

多品目食材

栄養リテラシーの向上

地産地消

地域農家の栽培支援
（原材料の安定生産、品質向上）

まだまだ勉強不足。
ビジョンを明確にするにも、

パートナーが必要。

栄養改善

ビジネス

市場拡大

販路開発

技術の展開

行政、学校、企業など、
あるコミュニティーへの
モデルの展開も視野に。
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ご清聴ありがとうございました
パートナー募集！


